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鈴
木
雅
斗
議
員
（
創
生
市
川
）

　

平
成
27
年
度
の
統
一
地
方
選

挙
は
、
４
月
12
日
に
千
葉
県
議

会
議
員
選
挙
が
、
４
月
26
日
に

市
川
市
議
会
議
員
選
挙
が
執
行

さ
れ
た
。
選
挙
期
間
中
に
お
い

て
、
午
前
８
時
か
ら
午
後
８
時

の
枠
を
超
え
て
バ
ス
の
車
内
放

送
で
候
補
者
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム

や
社
名
を
流
す
こ
と
は
、
公
職

選
挙
法
上
問
題
は
な
い
の
か
。

バ
ス
内
の
音
声
広
告 

法
に
反
し
な
い
か

公
安
委
員
会
又
は
司
法
の
判
断
と
な
る

選挙運動

答　

放
送
に
よ
る
選
挙
運
動
に

つ
い
て
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ

り
政
見
放
送
、
経
歴
放
送
及
び

選
挙
運
動
用
拡
声
機
に
よ
る
も

の
以
外
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
車
内
放
送
の
内

容
が
選
挙
運
動
な
の
か
、
あ
く

ま
で
企
業
の
宣
伝
な
の
か
、
と

い
う
よ
う
な
個
別
の
事
例
に
つ

い
て
は
、公
安
委
員
会
又
は
司
法

が
判
断
す
る
と
こ
ろ
と
な
る
。

三
浦
一
成
議
員
（
維
新
の
党
・
花
の
会
）

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事

故
の
影
響
に
よ
り
放
射
性
物
質

を
含
む
指
定
廃
棄
物
は
、
衛
生

処
理
場
で
一
時
保
管
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
低
線
量
の
土
砂
が

発
生
し
た
小
学
校
で
は
長
期
間
、

敷
地
内
で
そ
の
土
砂
が
保
管
さ

れ
て
い
た
。
児
童
が
近
づ
い
た

り
触
れ
た
り
し
な
い
よ
う
配
慮

は
し
た
の
か
。

学
校
内
で
の
一
時
保
管 

安
全
に
ど
う
配
慮

職
員
か
ら
の
指
導
や
通
行
止
め
等
を
実
施

放射線対策と低線量土砂

答　

当
該
校
で
発
生
し
た
低
線

量
の
土
砂
は
土
の
う
袋
に
入
れ

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
で
覆
い
、
児
童

が
近
づ
か
な
い
よ
う
職
員
か
ら

指
導
し
、
コ
ー
ン
パ
イ
プ
で
通

行
止
め
に
す
る
等
の
管
理
上
の

措
置
も
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
約

３
年
が
経
過
し
、
よ
り
安
全
に

保
管
す
る
た
め
、
平
成
27
年
８

月
に
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
内
の

一
時
保
管
場
所
へ
搬
入
し
た
。

廣
田
德
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
は
現
在
、
指
定
ご
み
袋
に

手
数
料
を
上
乗
せ
す
る
家
庭
ご

み
処
理
の
有
料
化
、
戸
別
収
集

及
び
収
集
回
数
削
減
と
い
う
３

つ
の
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
費
用
と
効
果
に
つ
い

て
、市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

プ
ラ
ン
の
効
果
と
し
て
は
、

有
料
化
で
は
ご
み
の
減
量
・
資

源
化
へ
の
意
識
の
向
上
、
ひ
い

有
料
化
等
３
プ
ラ
ン 

費
用
と
効
果
は

ご
み
減
量
等
を
期
待 

今
後
試
算
進
め
る

家庭ごみの処理

て
は
受
益
と
負
担
の
公
平
性
の

確
保
に
つ
な
が
り
、
戸
別
収
集

で
は
排
出
ル
ー
ル
違
反
の
減
少
、

収
集
回
数
の
削
減
で
は
、
ご
み

の
排
出
抑
制
と
資
源
化
率
の
向

上
が
期
待
で
き
る
。
ま
た
、
費

用
面
に
つ
い
て
は
、
他
市
の
状

況
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
様
々

な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
、
今
後

各
プ
ラ
ン
の
具
体
化
と
合
わ
せ

て
概
算
費
用
の
算
出
を
進
め
る
。

竹
内
清
海
議
員
（
清
風
会
）

　

更
な
る
ご
み
の
減
量
・
資
源

化
に
向
け
、
市
は
有
料
化
・
戸

別
収
集
・
収
集
回
数
削
減
の
３

つ
の
プ
ラ
ン
の
検
討
を
始
め
た
。

資
源
化
率
が
伸
び
悩
ん
で
い
る

が
、戸
別
収
集
方
式
の
導
入
は
、

高
齢
者
等
の
負
担
軽
減
の
他
、

家
庭
で
の
分
別
が
進
み
資
源
化

率
の
向
上
も
期
待
さ
れ
る
。
戸

別
収
集
の
実
施
に
向
け
た
市
の

実
現
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
状
況
は

先
進
例
や
現
状
踏
ま
え
体
制
構
築
目
指
す

家庭ごみの戸別収集

認
識
と
取
り
組
み
状
況
を
問
う
。

答　

本
市
で
は
、
道
路
事
情
に

よ
り
収
集
車
が
通
れ
な
い
地
域

も
多
い
。
戸
別
収
集
の
検
討
に

際
し
て
は
、
軽
車
両
を
使
用
し

て
収
集
す
る
等
の
他
市
の
事
例

を
参
考
に
す
る
他
、
本
市
の
現

状
と
課
題
等
を
把
握
し
て
い
る

収
集
業
者
と
意
見
交
換
を
重
ね

て
お
り
、
よ
り
良
い
収
集
体
制

の
構
築
を
目
指
し
て
い
く
。

秋
本
の
り
子
議
員
（
無
所
属
の
会
）

　

平
成
28
年
４
月
施
行
の
「
女

性
活
躍
推
進
法
」
は
、
従
業
員

３
０
１
人
以
上
の
企
業
に
女
性

の
管
理
職
割
合
等
の
数
値
目
標

の
設
定
と
公
表
を
義
務
付
け
、

国
は
32
年
ま
で
に
指
導
的
地
位

の
女
性
を
約
30
％
と
す
る
目
標

を
立
て
た
。
本
市
の
女
性
管
理

職
の
現
状
と
課
題
、
及
び
増
や

す
た
め
の
環
境
づ
く
り
を
問
う
。

女
性
管
理
職
増
に
向
け 

市
の
取
り
組
み
は

力
を
発
揮
し
た
い
と
思
え
る
環
境
を
整
備

社会での女性の活躍

答　

本
市
の
管
理
職
に
占
め
る

女
性
割
合
は
15
・
６
％
で
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
回
答
し
た
約

６
割
の
女
性
職
員
が
管
理
職
に

な
り
た
い
と
思
わ
な
い
と
回
答

し
て
い
る
。
研
修
で
女
性
管
理

職
を
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
紹

介
し
、
身
近
な
体
験
談
を
聞
く

こ
と
で
「
管
理
職
に
な
っ
て
力

を
発
揮
し
た
い
」
等
と
思
え
る

環
境
の
整
備
に
努
め
て
い
く
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
民
の
所
得
や
年
金
が
減
っ

て
い
る
中
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
市
は
、
公
民
館
等
の
施
設

の
使
用
料
値
上
げ
等
、
市
民
に

対
し
て
厳
し
い
施
策
を
実
行
し

よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、

幸
福
追
求
権
、
生
存
権
等
を
規

定
し
た
憲
法
を
尊
重
・
擁
護
し
、

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の
よ

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
の
認
識
は

全
職
員
が
法
令
に
従
い
職
責
果
た
す

憲法の尊重・擁護

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答　

市
職
員
と
し
て
の
全
て
の

活
動
は
、
憲
法
を
最
高
法
規
と

し
た
様
々
な
法
令
に
よ
り
規
律

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て
は
、

憲
法
の
基
本
理
念
を
市
民
の
暮

ら
し
に
活
か
し
、
憲
法
が
要
請

す
る
市
民
の
権
利
を
保
障
す
る

た
め
、
全
職
員
が
法
令
に
従
っ

て
職
責
を
果
た
す
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

西
牟
田
勲
議
員
（
民
主
・
連
合
・
社
民
）

　

平
成
26
年
制
定
の
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
に
基

づ
き
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

的
確
に
対
応
す
る
た
め
に
地
方

版
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
の
中
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
よ
る
農
業
の
高
度
化
、

新
産
業
の
創
出
、
海
外
の
研
究

機
関
の
誘
致
と
い
っ
た
本
市
独

自
の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

都
心
至
近
等
の
強
み
活
か
し
研
究
し
た
い

地方版総合戦略

答　

本
市
の
特
徴
は
、
都
心
に

近
い
と
い
う
地
理
的
優
位
性
や

住
宅
都
市
と
し
て
の
機
能
等
に

あ
り
、
こ
の
強
み
を
活
か
し
た

取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
が
第

一
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
中

小
企
業
の
支
援
等
、
既
に
着
手

し
て
い
る
事
業
も
あ
り
、
市
民

の
意
向
等
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

本
市
独
自
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

か
い
づ　

勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
公
共
施

設
の
利
用
料
金
が
値
上
げ
さ
れ

る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
等

を
継
続
利
用
し
て
い
る
団
体
に

と
っ
て
は
、
大
き
な
負
担
と
な

り
、
活
動
が
妨
げ
ら
れ
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
利
用
団

体
に
対
す
る
救
済
方
法
と
し
て

何
ら
か
の
配
慮
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、市
の
認
識
を
問
う
。

継
続
利
用
者
に
対
し
て
配
慮
す
べ
き

公
共
的
団
体
に
は
減
免
制
度
を
適
用

公共施設利用料金の値上げ

答　

利
用
者
が
こ
れ
ま
で
通
り

地
域
活
動
等
の
場
と
し
て
施
設

を
活
用
で
き
る
よ
う
、
市
と
し

て
効
率
化
や
経
費
削
減
に
努
め
、

運
営
面
で
努
力
し
た
い
。ま
た
、

公
共
的
な
団
体
と
し
て
認
定
さ

れ
た
団
体
へ
の
減
免
制
度
の
適

用
の
他
、
使
用
単
位
時
間
の
変

更
の
検
討
等
、
施
設
の
利
用
促

進
や
利
便
性
の
向
上
に
も
努
め

て
い
き
た
い
。

本
市
独
自
の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
家
庭
ご
み
収
集
車

加
藤
武
央
議
員
（
創
生
市
川
）

　

平
成
26
年
11
月
に
（
仮
称
）

北
市
川
運
動
公
園
整
備
事
業
対

象
地
の
地
権
者
に
対
し
、
事
業

計
画
の
説
明
会
を
実
施
し
た
。

土
地
買
収
後
に
施
設
等
建
設
工

事
の
施
工
業
者
を
決
め
る
と
思

う
が
、
施
工
業
者
は
地
元
企
業

育
成
の
た
め
に
も
地
元
か
ら
選

定
す
べ
き
と
考
え
る
。
本
事
業

の
整
備
内
容
と
完
成
時
期
及
び

規
模
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

整
備
内
容
は
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
12
面
、
壁
打
ち
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
２
面
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
等
軽
ス
ポ
ー
ツ
が
行

え
る
ス
ポ
ー
ツ
エ
リ
ア
等
で
あ

る
。
28
年
度
に
整
備
工
事
に
着

手
、
29
年
度
の
供
用
開
始
を
目

指
し
て
お
り
、
事
業
面
積
は
約

３
・
７
ha
を
予
定
し
て
い
る
。

（仮称）北市川運動公園
完成規模と完成時期をどう考える

３.７ha 29 年度供用開始を目指す

行 政

行 政

選 挙清 掃 環 境


